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 NPO PTPL“ともいき”便り No.190                                                                     

令和 2年（2020年）3月 20日発行 

 

■ 春分（しゅんぶん） 令和 2年 3月 20日から 4月 3日までの節気 

 

 孫と秋に植えたチューリップの球根がぐんぐん生長して、蕾をつけました。

蕾の内側の赤色がうっすらと見えています。なんて姿勢の良い花でしょう。モ

クレンも咲いています。二十四節気では、20日から春分の節気に入ります。こ

の日は太陽は赤道上にあって、真東から出て真西にしずみます。昼と夜の長さ

がほぼ等しくなります。そしてこの日を境に夏至に向かって昼の時間が長くな

っていきます。 

 

 春分の日を中日として前後七日間は「お彼岸」です。「暑さ寒さも彼岸まで」

と言われるように、気候の良いこの頃、此岸（現世）から仏の世界である彼岸

（来世）に極楽往生することを祈願します。お盆はご先祖様をお迎えしますが、

お彼岸はご先祖様に会いに行く、と言うことでしょうか。お墓まいりに行かれ

る方も多いと思います。我が家では、ご先祖さまのお墓と愛犬のお墓にお参り

します。愛犬は禅寺のペットの合同墓にいます。いつ行ってもお花がいっぱい

供えられていてきれいですが、人間のお墓はけっこう雑草が生えていて掃除が

大変です。でもお掃除してお花を供え、お線香を手向けて、墓前で手を合わせ

ると気持ちが安らぎます。お墓は生きている人のためにあるのかもしれないと

思ったりします。 

 

 3月 26日（木）は旧暦 3月 3日です。この時期、農事や漁が忙しくなる前に、

春の一日を物忌みの日に当てて、野遊びや磯遊びをする習わしがあったそうで

す。野に出て、ふきのとうやヨモギやつくしなどを摘んだり、海辺に出て磯遊

びをしたり、潮干狩りをしたりしました。北九州には、雛の節句の翌日に磯遊

びをする「花散らし」と言う風習があったそうです。今は春の楽しみで山菜摘
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みをしたり、潮干狩りを楽しんだりしますが、昔は厳しい労働が始まる前のつ

かの間の楽しみだったのですね。 

 

 気象庁は１４日に東京の桜の開花を宣言しました。昨年より 7日、平年より

12日早いそうです。この日は寒くて雪も降りました。それなのに、開花宣言？

よくわかりません。東京の桜の名所といえば、上野公園、新宿御苑、飛鳥山、

小金井、荒川堤、向島、江戸川、明治神宮……。今年は新型コロナウィルス感

染予防のために、都は都立公園や河川敷でシートをしいて花見の宴会をするこ

とを控えるようにと要請しています。歩きながらの花見はしてもいいようです。

我が家は例年通り、近所の桜をちらっと見て、向島長命寺の桜もちを買いに行

く予定です。 

 

 春分のお月さまは 4月 1日、上弦の月。夜中に西に沈み、昼に東から昇って

きますが回りが明るいので月に気付く人はあまりいません。空気の澄んだ海、

山や秋の日には、昼すぎに東の空に昇ってきたばかりの上弦の月を見ることが

できます。4月1日はエイプリールフール。悪意のない嘘を堂々とつける日です。

ハッピーな気分にしてくれるような嘘なら大歓迎です。 

 それにしても、コロナウィルス、早く解消してほしいです。皆さま、くれぐ

れも気をつけてください。 

 

       すとう あさえ（NPO PLANT A TREE PLANT LOVE会員） 
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■ ともいき・ともうみ・ともさち、そして和。それは日本的なるもの「ジャパ

ネスク」 

このところ、感じたこと。 

●いま、私は時間があれば日本史の本を読んでいます。日本史だけに限らず、

その時の世界の動きにも気を配って勉強しています。 

 中学生の時に、もっとしっかりと日本史を勉強するべきだった、とつくづく

感じます。80 歳を前にして、そのことを痛感したことは遅きに失した感はあ

りますが、コツコツと毎日励んでいます。 

●世界はグローバル化の一方、自国第一主義、保護主義がまかり通り、貿易戦

争までもが起こっています。自分さえよければという観念では、もう地球村

は住めない現在の環境になってきています。はてさて・・・・・、これから

地球村はどうなることやら・・・・、困ったことです。心配です。 

●地球全体で異常気象、日本だけではありません。台風、サイクロン、ハリケ

ーンも吹き荒れ、自然災害が各国で多発しています。人と自然が共に生き、

助け合い、支え合う時代が来ているように思われます。人と人、人と自然の

絆がよくよく結ばれることを祈ります！！ 

人間は自然の一部。仲間なんだという意識を強く持つことが肝心です。自然

から離れ、人間圏を造っては、人間は生活できないのです。 

さらに、いま世界中で新型コロナウイルスが蔓延しています。各国がそれぞ

れの対策に追われていますが、一刻も早く世界が一体となって対策に取り組

みこの事態を終息してほしいと願います。（世界が協力して安全で安心な新型

ウイルスのワクチンと治療薬の開発を‼） 

●NPO PTPL が提唱する「ともいき」「ともうみ」「ともさち」そして「和」のジ

ャパネスクの思想が、これからの世界にとって、とても大切であることを実

感しているこのところです。 

皆さん、よくよくお考え下さい！！ 

 

   勝田 祥三（NPOPTPL理事長） 
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■事務局便り 

衰えるどころか、拡大を見せるコロナウイルス、世界各国ではイベントの中

止、延期と自粛モードです。日本では例年より早く「花見」のシーズン到来

ですが、今年は恒例の桜の下での宴会も自粛。一時は日本の対応に批判な国

もありましたが、いまは、日本の清潔に対する取り組む慣習が見直されてい

るのが、ちょっと嬉しいですね。 
 

●日本というものを基盤において活動する NPO PTPL が企画制作運営するサ

イト・FB をご覧ください。 

「NPO PTPL 公式ホームページ」：http://www.plantatree.gr.jp/ 
 「ジャパネスク」：http://www.japanesque.tokyo/ 
 「ともいき暦」：http://www.tomoiki.ptpl.or.jp/calendar/2020/ 
 「タピラス」：http://www.tapirus.tv/ 

「ともいき ぐらし」：https://www.facebook.com/tomoikigurashi 

「おらが富士 計画 ふるさと富士山探し」 

https://www.facebook.com/oragafuji/ 

「不思議・驚き・魅力のジャパネスク」

https://www.facebook.com/japanesque.tokyo/ 

「日本とは、日本人とは、その心とは何か？」 

   http://www.japanesque.tokyo/files/chart5.pdf 

 

●会員募集のご案内 

 NPO活動（ジャパネスク運動）を推進していくためには、多くの皆さま方のご

支援・ご協力が不可欠です。 

 NPO PTPL では、常時、個人会員と法人会員を募集しています。この便りをお

読みの方で、ご本人またはお知り合いの方々にご案内いただければ幸いです。

お力添えのほど、どうぞよろしくお願いします。 

 詳しくは下記まで、メールまたはお電話・FAXにてお尋ねください。 

 

NPO PLANT A TREE PALNT LOVE事務局 

〒141-0022 東京都品川区東五反田 2-7-11 東都ビル 201号 

電話：03-6432-5911  ＦＡＸ：03-6432-5912  Email： info@ptpl.or.jp   
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